


　

静
岡
県
の
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
が
始

ま
り
、
静
岡
県
で
は
、
県
か
ら
静
岡
県
保
育
連
合
会

へ
の
委
託
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
の
質
の
向
上
は
重

要
課
題
で
あ
り
、
当
連
合
会
と
し
て
も
自
ら
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の
思
い
か
ら
委
託
を
受

け
た
も
の
で
あ
り
、
静
岡
県
保
育
士
会
と
協
働
し
て

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、
乳
児
保
育
分
野
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

が
六
月
十
五
日
に
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
コ
ン
グ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
で
二
百
四
十
五
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
初
め
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
受
付
の
際
は
ど
の
参
加
者
も
緊
張
し
た
様

子
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
静
岡
産
業
大
学
経
営
学
部
教
授　

漁
田

俊
子
先
生
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
乳
児
保
育
に
つ
い

て
、
脳
の
機
能
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
交

え
て
の
講
義
が
あ
り
、
ど
の
参
加
者
も
真
剣
に
受
講

し
て
い
ま
し
た
。
午
前
の
講
義
が
終
わ
る
頃
に
は
、

朝
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
た
様
子
で
、
昼
食
の
際
に
は
笑

顔
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
二
十
五
日
に
は
保
健
衛
生
・
安
全
対

策
分
野
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
が
ア
ク
ト
シ
テ
ィ

浜
松
コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
二
百
九
十
五
名
が
参

加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
午
前
が
国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
疫

学
セ
ン
タ
ー
第
三
室
長　

多
屋
馨
子
先
生
で
、
保
育

所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
担
当
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
は
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー　

消

化
器
・
内
分
泌
科
主
任
部
長　

惠
谷
ゆ
り
先
生
で
、

保
育
の
現
場
に
お
い
て
血
液
を
介
し
て
感
染
す
る
病

気
を
防
止
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
担
当
さ
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
講
義
も
保
育
の
現
場
に
お
い
て

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
参
加
者
か
ら
「
職

場
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
実
践
し
て
み
た
い
」
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
幼
児
教
育
、
障
害
児
保
育
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
各
分
野
の
研
修
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

研
修
の
円
滑
な
実
施
に
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

静
岡
県
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

平成
30年度
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東
部
支
部

�

支
部
長　

白
道
保
育
園　

土
山
雅
之

一
、
総
会
及
び
施
設
長
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
㈫

　

会
場　

沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

　

内
容　
「
今
後
の
乳
幼
児
教
育
の
行
方
と
課
題
」

　
　
　
　
　

～
新
保
育
指
針
の
施
行
を
迎
え
て
～

　

講
師　
日
保
協
理
事
・
内
閣
府
子
ど
も
子
育
て
会
議
委
員

　
　
　
　

認
定
こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど
お
り
園
長

�
坂
崎
隆
浩 

氏

二
、
中
堅
保
育
者
研
修
会（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
）

　

期
日　

平
成
三
十
年
八
月
二
十
七
日
㈪

�

～
二
十
九
日
㈬

　

会
場　

三
島
市
箱
根
の
里
少
年
自
然
の
家

三
、
保
育
の
日
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
年
十
月
十
三
日
㈯

　

会
場　

沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

四
、
民
間
部
会
県
外
施
設
視
察
研
修

　

期
日　

平
成
三
十
一
年
一
月
中
旬

　

視
察
先　

未
定　
　

五
、
行
政
部
会
研
修

　

期
日
・
会
場　

未
定

六
、
青
年
部
会
研
修

　

期
日
・
会
場　

未
定

七
、
新
規
採
用
予
定
職
員
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日
㈫

�

～
二
十
七
日
㈬

　

会
場　

三
島
市
箱
根
の
里
少
年
自
然
の
家

八
、
家
庭
に
お
け
る
読
み
聞
か
せ
活
動
の
普
及

中
部
支
部

�

支
部
長　

一
番
町
保
育
園　

海
野
美
代
子

一
、
総
会
及
び
施
設
長
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
年
五
月
十
八
日
㈮

　

場
所　

静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

　

講
師　

絵
本
作
家
・
鳥
の
巣
研
究
家

�

鈴
木
ま
も
る 

氏

　

演
題　
「
絵
本
と
鳥
の
巣
の
不
思
議
」

二
、
職
員
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
七
日
㈬

　

場
所　

静
岡
科
学
館
る
・
く
・
る

　

講
師　

る
・
く
・
る
次
長
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー

�

常
葉
大
学
名
誉
教
授　

山
田
辰
美 

氏

三
、
中
堅
保
育
者
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
年
九
月
五
日
㈬

　

場
所　

静
岡
音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
講
堂

　

講
師　

ウ
メ
ハ
ナ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

�

代
表　

松
原
美
里 

氏

　

演
題　
「
中
堅
が
し
な
や
か
に
輝
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

四
、
新
規
採
用
予
定
職
員
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
㈫

�
～
二
十
日
㈬

　

場
所　

静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

五
、
各
地
区
・
青
年
部
会
事
業

　

各
地
区
・
青
年
部
会
の
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実

施

西
部
支
部

�

支
部
長　

ル
ン
ビ
ニ
保
育
園　

岡
田
泰
稔

一
、
総
会
及
び
施
設
長
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
年
五
月
十
四
日
㈪

　

場
所　

ア
ク
ト
コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

　

講
師　

㈲
遊
育 

代
表
取
締
役　

吉
田
正
幸 

氏

二
、
保
健
衛
生
・
安
全
対
策
研
修
会
Ｅ
3.4

　

期
日　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
五
日
㈪

　

場
所　

ア
ク
ト
コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

　

講
師　
国
立
感
染
症
研
究
所 

感
染
症
疫
学
セ
ン
タ
ー

�

第
三
室
長　

多
屋
馨
子 

氏

　
　
　
　
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
・
内
分
泌
科

�

主
任
部
長　

恵
谷
ゆ
り 

氏

三
、
男
性
職
員
交
流
研
修
会
・
初
任
職
員
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
年
九
月
七
日
㈮

　

場
所　

ア
ク
ト
音
楽
工
房
ホ
ー
ル

　

講
師　

谷
口
國
博
（
た
に
ぞ
う
）
氏

四
、
保
健
衛
生
・
安
全
対
策
研
修
会
Ｅ
2.1

　

期
日　

平
成
三
十
年
九
月
十
三
日
㈭

　

場
所　

ア
ク
ト
コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

　

講
師　
浜
松
学
院
大
学
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

�

専
任
講
師　

兒
島
佳
子 

氏

五
、
保
健
衛
生
・
安
全
対
策
研
修
会
Ｅ
５

　

期
日　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
㈫

　

場
所　

ア
ク
ト
コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

　

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
保
育
の
安
全
研
究
・
教
育
セ
ン
タ
ー

�

代
表　

掛
札
逸
美 

氏

六
、
新
規
採
用
予
定
職
員
研
修
会

　

期
日　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
三
日
㈬

�

～
十
五
日
㈮

　

場
所　

静
岡
県
立
三
ヶ
日
青
年
の
家

各 支 部 だ よ り
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静岡営業支店　〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　富士火災静岡ビル 5階
　　　　　　　　　　　　　　　　☎：054-686-1150
　　浜松支店　〒430-7715　浜松市中区板屋町111-2
　　　　　　　　　　　　　　　　　浜松アクトタワー15階
　　　　　　　　　　　　　　　　☎：053-454-0321
　　沼津支店　〒410-0801　沼津市大手町2-10-14
　　　　　　　　　　　　三井生命沼津大手町第２ビル 2階
　　　　　　　　　　　　　　　　☎：055-963-8081

さまざまな危険からお子さまをお守りする

『園児総合保障共済制度』
ＡＩＧ損害保険株式会社

日々大きく成長されるお子さまたちの行動には
予測できないことも多く、何かとお心づかいの
ことと存じます。いつ、どこで何が起こるのか
予想もつかない事故の、確かな“まもり”とし
て本制度をお届けいたしております。
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�

三
島
市　

白
道
保
育
園　

土
山
雅
之

ほ
い
く
静
岡
は
県
内
の
保
育
界
の
情
報

が
満
載
の
ス
テ
キ
な
機
関
紙
で
す
よ
ー
！

�

御
殿
場
市　

双
葉
保
育
園　

勝
又
秀
文

今
回
も
中
身
の
濃
い
ほ
い
く
静
岡
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
。

�

沼
津
市　

い
ず
み
保
育
園　

十
ハ
公
浄
滋

今
年
の
夏
号
も
先
生
方
と
協
力
し
合
っ
て
編
集
で
き
ま

し
た
。
大
切
な
情
報
が
た
く
さ
ん
で
す
。

�

静
岡
市　

麻
機
保
育
園　

鈴
木
克
明

こ
の
ほ
い
く
静
岡
は
編
集
委
員
の
血
と
汗
と
涙
の
結
晶

で
す
。
今
回
も
頑
張
っ
て
作
り
ま
し
た
。

�

静
岡
市　

有
度
十
七
夜
山
保
育
園　

笠
井
友
泰

研
究
大
会
等
、
県
内
皆
様
の
活
動
の
賜
物
で
す
。
お
つ

か
れ
様
で
す
。

�

静
岡
市　

城
北
保
育
園　

松
田　

剛

広
報
委
員
会
も
二
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
全
く

の
素
人
で
し
た
が
、
本
年
度
は
昨
年
の
経
験
を
生
か
し
て

頑
張
り
ま
す
。

�

静
岡
市　

竜
南
こ
ど
も
園　

太
田
嶋
俊
彦

こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
ほ
い
く
静
岡
と
な
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

�

焼
津
市　

な
か
よ
し
保
育
園　

北
山　

茂

燃
え
る
男
・
鉄
人
・
獄
門
鬼････

あ
き
ら
め
な
い
熱
い

男
た
ち
の
魂
よ
永
遠
な
れ
。
あ
つ
い
お
盆
に
寄
せ
て
。

�

袋
井
市　

袋
井
ハ
ロ
ー
保
育
園　

鈴
木　

康

今
年
の
夏
は
暑
く
て
倒
れ
そ
う
で
す
。
暑
い
夏
に
負
け

な
い
よ
う
、
保
育
を
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

�

湖
西
市　

微
笑
こ
ど
も
園　

河
田
宗
康

今
年
度
も
、
素
敵
な
ほ
い
く
静
岡
と
な
る
よ
う
、
が
ん

ば
り
ま
す
！

�

湖
西
市　

真
愛
保
育
園　

松
浦
弘
太
郎

大
分
慣
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
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